
―

没

後

25

年―

第
25
回
企
画
展

写真「永井陽子」
伊藤邦子氏提供

大宮図書館[文学資料コーナー] 2025年3月5日（水）～4月30日（水） 展示資料目録 No.31

永
井
陽
子
ふ
た
た
び

二
〇
二
五
年
の
今
年
は
、
歌
人
・
永
井
陽

子(

一
九
五
一
～
二
〇
〇
〇
）
の
没
後
二
五

年
に
あ
た
る
年
で
す
。

永
井
は
、
愛
知
県
瀬
戸
市
に
生
ま
れ
、
瀬

戸
高
校
在
学
中
に
短
歌
結
社
「
短
歌
人

会
」
に
入
会
し
、
一
九
七
三
年
に
句
歌
集

『
葦
牙
』
を
刊
行
し
て
以
降
、
計
六
冊
の

歌
集
を
発
表
し
ま
し
た
。

永
井
没
後
、
彼
女
の
自
筆
資
料
や
蔵
書

等
の
関
係
資
料
は
、
旧
大
宮
市
で
構
想
さ

れ
た
（
仮
称
）
大
宮
文
学
館
の
た
め
、
ご
遺

族
よ
り
旧
大
宮
市
へ
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、

現
在
は
さ
い
た
ま
市
立
大
宮
図
書
館
で

資
料
の
保
管
・整
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
永
井
の
没
後
二
五
年
を
む
か
え
、

永
井
の
自
筆
資
料
等
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

展
覧
会
を
通
し
て
、
改
め
て
永
井
陽
子
作

品
の
魅
力
に
触
れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た

ら
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
展
開
催
に
あ

た
り
、伊
藤
邦
子
様
、江
戸
雪
様
、大
西
美

千
代
様
、
愛
知
県
立
瀬
戸
高
校
を
は
じ
め
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
立
大
宮
図
書
館



▲同人誌「詩線」 １号(No.4)

永井が、学生時代の友人である
詩人・大西美千代らとともに創刊し
た雑誌です。

1951-1980

学校誌「あゆみ」42号
(No.1)

永井陽子が在籍していた、愛
知県立瀬戸高校の学校誌で
す。この本は、永井が高校3

年生の時に作成されたもので、
「白い夢の中で」と題した短歌
と俳句、そして小説「太陽の朝
饗」が掲載されています。若い
頃、永井は俳句も作っていま
したが、のちに短歌に専念す
ることになります。

な

が

い

よ

う

こ

あ

さ

げ

あ

し

あ

い

ち

け

ん

せ

と

し

し

せ

ん

か

と

う

み

ち

お

し

ゅ

う

い

2

か

び



3

夜
は
夜
の
あ
か
り
に
ま
わ
る
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
ま
わ
れ
ま
わ
る
さ
び
し
さ

明
る
い
昼
間
の
遊
園
地
と
は
う
っ
て
変
わ
り
、

夜
の
電
灯
の
中
を
回
り
続
け
る
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ

に
ど
こ
か
寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
あ
え
て
同

じ
言
葉
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
歌
の
ひ
び

き
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

『
葦
牙
』



1981-1989

▲自筆色紙「べくべからべくべかりべしべきべけれす
ずかけ並木来る鼓笛隊」(No.20)

▲雑誌「短歌人」1980年3月号(No.12)
「再び第二の性を「女歌」と呼ばれるもの
への疑問」が掲載された

「
お
よ
そ
こ
の
世
の
も
の
は
み
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
。

な
か
で
も
、
短
歌
は
、
と
り
わ
け
ふ
し
ぎ
な
言
葉
の

楽
器
で
あ
る
」

く
す

き
お
ん
な
う
た

ま

て
き

4



5

べ
く
べ
か
ら
べ
く
べ
か
り
べ
し
べ
き
べ
け
れ
す
ず
か
け
並
木
来
る
鼓
笛
隊

助
動
詞
「
べ
し
」
の
活
用
形
で
、
並
木
通
り
を

歩
く
鼓
笛
隊
の
音
を
表
現
す
る
と
い
う
、
永
井

の
リ
ズ
ム
感
覚
が
ふ
ん
だ
ん
に
発
揮
さ
れ
た
短

歌
で
す
。
数
多
く
あ
る
永
井
の
作
品
の
中
で
も
、

最
も
有
名
な
歌
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

『
樟
の
木
の
う
た
』



1990-2000

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
私
性
の
強
い
こ
れ
ら
の
作
品
を

人
目
に
曝
す
だ
け
の
決
心
が
つ
か
な
い
ま
ま
、
稿
は

手
元
に
ね
む
っ
て
二
年
を
越
し
た
」

自筆色紙「ガラス戸にゆ
ふあかねぐも銀の雲流し筆
屋は本日休業」(No.19)

夕ぐれ時、ガラス戸には空の
雲の様子が映っています。
休日の筆屋の光景を物語の
ワンシーンのように読んでお
り、「あかねぐも」と「銀の雲」
を続けることで、歌にリズムを
作りだしています。

同人誌「詩線」終刊号(No.14)

友人たちと続けてきた、「詩線」の終刊
号です。「詩線」は、11号以降は永井と
大西の2人体制で刊行されるようになり

ました。永井は、長年愛読してくれた読
者たちに、「愛読者の多かった(？)編

集後記ももう読んでいただけないのが残
念である」別れの言葉を書いています。

の
う

こ
う

そ

く

で

ん

わ

ち

ょ
う

う

た

し

せ

い

さ

ら

ひ

と

め

か

っ
と

う

い

か

し

ゅ

う

6

し
ん
き
ょ
う



7

（
写
真
提
供

洋
菓
子
・
喫
茶
ボ
ン
ボ
ン
）

Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｎ
と
い
ふ
喫
茶
店
ナ
ベ
屋
と
い
ふ
鍋
屋
師
走
の
街
に
向
き
合
ひ

『
小
さ
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
欲
し
く
て
』

「

ボ
ン
ボ
ン
」
は
名
古
屋
市
に
あ
る
喫
茶
店

で
、
永
井
は
こ
の
店
に
よ
く
通
っ
て
い
ま
し

た
。
「
ボ
ン
ボ
ン
」
と
、
そ
の
向
か
い
に
建

つ
「
鍋
屋
」
と
い
う
調
理
器
具
専
門
店
を
詠

ん
で
い
ま
す
。



一
九
八
五

一
九
八
四

一
九
八
三

一
九
八
一

一
九
八
〇

一
九
七
八

一
九
七
七

一
九
七
五

一
九
七
四

一
九
七
三

一
九
七
二

一
九
七
一

一
九
七
〇

一
九
六
七

一
九
五
一

西

暦

三
四

三
三

三
二

三
〇

二
九

二
七

二
六

二
四

二
三

二
二

二
一

二
〇

十
九

十
六 〇

年

齢

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〈
三
十
一
文
字
集
会
〉
に
参
加
す
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〈
歌
う
な
ら
ば
、
今
〉
に
参
加
す
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
「
魔
笛
」
に
感
銘

を
受
け
て
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
「
短
歌
は
ふ
し
ぎ
な
楽
器
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〈
女
・
た
ん
か
・
女
〉
に
参
加
す
る
。
第
三
歌
集
『
樟
の
木
の
う
た
』
を
刊
行
す

る
。

「
短
歌
人
」
編
集
委
員
と
な
る
。
愛
知
県
立
図
書
館
に
異
動
す
る
。
現
代
歌
人
協
会
の
会
員

と
な
る
。

東
洋
大
学
を
卒
業
す
る
。
「
短
歌
人
賞
」
を
受
賞
す
る
。
「
歌
人
集
団
・
中
の
会
」
の
発
足
に

参
加
す
る
。

第
二
歌
集
『
な
よ
た
け
拾
遺
』
を
刊
行
す
る
。第
四
回
「
現
代
歌
人
集
会
賞
」
を
受
賞
す
る
。

論
文
「
式
子
内
親
王
ー
そ
の
百
首
歌
の
世
界
」
を
執
筆
す
る
（
第
二
歌
集
『
な
よ
た
け
拾

遺
』
に
収
録
）

短
大
時
代
の
友
人
た
ち
と
、
同
人
誌
「
詩
線
」
を
刊
行
す
る
。
東
洋
大
学
の
通
信
教
育
部
国

文
科
に
編
入
学
す
る
。司
書
資
格
を
習
得
す
る
。

愛
知
県
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部
で
事
務
職
と
し
て
働
く
。
こ
の
年
か
ら
一
九
八
〇
年
ま
で

雑
誌
「
核
」
に
作
品
を
寄
稿
す
る
。

父
・信
一
が
死
去
（
享
年
七
二
）
。句
歌
集
（
第
一
歌
集
）
『
葦
牙
』
を
刊
行
す
る
。

「
短
歌
人
新
人
賞
」
を
受
賞
す
る
。短
期
大
学
を
卒
業
す
る
。

「
太
陽
の
朝
餉
」
五
〇
首
が
、第
十
七
回
角
川
短
歌
賞
の
候
補
と
な
る
。

高
校
卒
業
後
、愛
知
県
高
辻
県
税
事
務
所
で
働
く
。
同
年
、
愛
知
県
立
女
子
短
期
大
学
（
夜

間
）
の
国
文
科
に
入
学
。
学
校
の
文
芸
同
好
会
の
雑
誌
「
轍
」
に
参
加
す
る
。
劇
団
四
季
の
舞

台
「
な
よ
た
け
」
を
見
る
。

愛
知
県
立
瀬
戸
高
等
学
校
に
進
学
。
学
習
雑
誌
に
、
短
歌
や
俳
句
、
詩
な
ど
を
投
稿
す
る
。

在
学
中
は
『
平
家
物
語
』
な
ど
古
典
文
学
に
親
し
ん
だ
。
ま
た
在
学
中
に
「
短
歌
人
会
」
、
俳

句
結
社
「
歯
車
」
に
入
会
す
る
。

四
月
十
一
日
、
愛
知
県
瀬
戸
市
城
屋
敷
町
に
て
、父
・信
一
と
母
・と
し
の
次
女
と
し
て
生
ま

れ
る
。

あ

ゆ

み

二
〇
〇
〇

一
九
九
九

一
九
九
五

一
九
九
四

一
九
九
三

一
九
九
二

一
九
九
一

一
九
九
〇

一
九
八
九

一
九
八
六

西

暦

四
八

四
八

四
四

四
三

四
二

四
一

四
〇

三
九

三
八

三
五

年

齢

一
月
二
六
日
に
死
去
す
る
（
享
年
四
八
）

肝
炎
の
た
め
入
院
す
る
。

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
を
最
後
に
公
職
を
退
く
。
愛
知
文
教
女
子
短
期
大
学
の
助
教
授

に
な
る
。
第
六
歌
集
『
て
ま
り
唄
』
を
刊
行
す
る
。
第
六
回
「
河
野
愛
子
賞
」
を
受
賞
す
る
。

名
古
屋
市
東
区
橦
木
町
に
転
居
す
る
。

愛
知
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
に
異
動
す
る
。

母
・
と
し
が
亡
く
な
る
（
享
年
八
一
）
。
瀬
戸
市
か
ら
名
古
屋
市
名
東
区
高
社
に
転
居
す
る
。

第
五
歌
集
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
電
話
帳
』
を
刊
行
す
る
。

同
人
誌
「
詩
線
」
が
終
刊
に
な
る
。
書
籍
『
同
時
代
と
し
て
の
女
性
短
歌
』
の
座
談
会
に
参
加

す
る
。

愛
知
県
立
大
学
外
国
語
学
部
に
異
動
す
る
。選
歌
集
『
な
よ
た
け
抄
』
を
刊
行
す
る
。

母
・と
し
が
脳
梗
塞
で
倒
れ
入
院
す
る
。

こ
の
年
よ
り
二
年
間
、
母
校
の
愛
知
県
立
女
子
短
期
大
学
で
非
常
勤
講
師
と
し
て
勤
務
、

現
代
短
歌
を
教
え
る
。学
生
た
ち
と
時
に
歌
会
も
開
催
し
た
と
い
う
。

第
四
歌
集
『
ふ
し
ぎ
な
楽
器
』
を
刊
行
す
る
。

あ

ゆ

み

二
〇
二
五

二
〇
二
一

二
〇
一
三

二
〇
〇
五

二
〇
〇
二

二
〇
〇
〇

没

後

大
宮
図
書
館
に
て
、企
画
展
「
永
井
陽
子
ふ
た
た
び
ー
没
後
25
年
ー
」
が
開
催
さ
れ
る
。

大
宮
図
書
館
に
て
、企
画
展
「
歌
人
・永
井
陽
子

歌
は
ふ
し
ぎ
な
楽
器
」
が
開
催
さ
れ
る
。

永
井
陽
子
の
母
校
・
愛
知
県
立
瀬
戸
高
等
学
校
と
同
窓
会
「
松
翠
会
」
が
主
催
す
る
「
永
井
陽
子
短

歌
大
賞
」
が
は
じ
ま
る
。

『
永
井
陽
子
全
歌
集
』
が
刊
行
さ
れ
る
。

生
前
の
エ
ッ
セ
イ
を
集
め
た
、遺
稿
集
『
モ
モ
タ
ロ
ウ
は
泣
か
な
い
』
が
刊
行
さ
れ
る
。

遺
歌
集
（
第
七
歌
集
）
『
小
さ
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
欲
し
く
て
』
が
刊
行
さ
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
に
旧
大
宮

市
で
構
想
さ
れ
て
い
た
「
大
宮
文
学
館
」
（
仮
称
）
の
た
め
、
ご
遺
族
か
ら
旧
大
宮
市
へ
永
井
陽
子
関

連
資
料
が
寄
贈
さ
れ
る
。

永
井
陽
子
略
年
譜

8



句歌集（第一歌集）
『葦芽』

愛知県立女子短期大学文芸部
1973年

第二歌集
『なよたけ拾遺』
短歌人会 1978年

第三歌集
『樟の木のうた』

短歌新聞社 19８３年

第四歌集
『ふしぎな楽器』
沖積舎 19８6年

第五歌集
『モーツァルトの電話帳』
河出書房新社 1993年

第六歌集
『てまり唄』

砂子屋書房 1995年

遺歌集（第七歌集）
『小さなヴァイオリンが欲しくて』

砂子屋書房 2000年

9



學
問
す
る
程
女
は
不
幸
に
な
る
と
い
ふ
論
に
反
撥
し
つ

つ
寂
し
く
な
り
ぬ

▲写真「永井陽子」
伊藤邦子氏提供

い

す

お

お

に

し

た

み

こ

10

が
く
も
ん

は

ん

ぱ

つ



夢
の
な
か
と
い
へ
ど
も
髪
を
ふ
り
み
だ
し
人
を
追
ひ
ゐ

き
な
が
く
忘
れ
ず

※

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
の
ち
に
『
歌
の
架
橋
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
ー
［
一
］
』

（
久
々
湊
盈
子
著

砂
子
屋
書
房

二
〇
〇
九
年
刊
）
に
掲
載

三
十
一
音
の
内
に
「感
情
」の
背
景
や
経
緯
ま
で
を
盛
り

込
む
の
は
む
ず
か
し
い
。
そ
こ
を
踏
み
越
え
た
時
に
だ
け
、

す
ぐ
れ
て
普
遍
的
な≪

感
情≫

が
作
品
と
し
て
表
現
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か

▲写真「大西民子」
当館蔵

民子蔵書『なよたけ拾遺』
当館蔵
永井から寄贈されたと
思われる

く

く

み

な

と

え

い

こ

ふ

ぶ

ん

お
き
て

11



十
六

十
五

十
四

十
三

十
二

十
一 十 九 八 七 六 五 四 三 二 一

番

号

書

籍

書

籍

冊

子

書

籍

雑

誌

冊

子

書

籍

書

籍

雑

誌

書

籍

冊

子

冊

子

冊

子

書

籍

雑

誌

冊

子

種

別

第
六
歌
集
『
て
ま
り
唄
』
一
九
九
五
年
刊
行
・初
版

砂
子
屋
書
房

掲
載
歌
「
鹿
た
ち
も
若
草
の
上
に
ね
む
る
ゆ
ゑ
お
や
す
み
阿
修
羅
お
や
す
み
迦
楼
羅
」

第
五
歌
集
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
電
話
帳
』
一
九
九
三
年
刊
行
・初
版

河
出
書
房
新
社

掲
載
歌
「
ひ
ま
は
り
の
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
は
と
ほ
け
れ
ど
と
ほ
け
れ
ど
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
ひ
ま
は
り
」

「
詩
線
」
終
刊
号

一
九
九
二
年
一
月
十
五
日
刊
行

第
四
歌
集
『
ふ
し
ぎ
な
楽
器
』
一
九
八
六
年
刊
行
・初
版

沖
積
舎

掲
載
歌
「
春
雷
が
今
し
過
ぎ
た
る
路
上
よ
り
起
ち
し
な
や
か
に
ｆ
は
歩
む
」

「
短
歌
人
」
一
九
八
〇
年
三
月
号

掲
載
評
論
「
再
び
第
二
の
性
を
「
女
歌
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
へ
の
疑
問
」

「
歌
人
集
団
・中
の
会

会
報
」
Ｎ
ｏ
．九

掲
載
評
論
「
脱
・も
と
の
も
く
あ
み
」

第
三
歌
集
『
樟
の
木
の
う
た
』
一
九
八
三
年
刊
行
・初
版

短
歌
新
聞
社

掲
載
歌
「
や
さ
し
く
低
く
朝
け
の
風
に
呼
ぶ
こ
ゑ
と
な
り
て
歌
は
む
樟
の
木
の
う
た
」

永
井
陽
子
所
蔵

式
子
内
親
王
関
連
本

「
短
歌
研
究
」
一
九
九
三
年
六
月
号

掲
載
エ
ッ
セ
イ
「
は
る
か
遠
い
時
代
か
ら
の
声
」

第
二
歌
集
『
な
よ
た
け
拾
遺
』
一
九
七
八
年
刊
行
・初
版

短
歌
人
会

掲
載
歌
「
い
つ
の
世
の
昔
語
り
の
竹
の
里
を
さ
な
き
ひ
と
の
ま
み
に
照
る
月
」

「
詩
線
」
九
号

大
西
美
千
代
編
集

ぐ
る
う
ぷ
詩
線
発
行

一
九
七
九
年
五
月
一
日
刊
行

「
詩
線
」
五
号

大
西
美
千
代
編
集

ぐ
る
う
ぷ
詩
線
発
行

一
九
七
七
年
十
二
月
三
一
日
刊
行

「
詩
線
」
一
号

大
西
美
千
代
編
集
・発
行

一
九
七
五
年
十
一
月
十
日
刊
行

句
歌
集
『
葦
牙
』
一
九
七
三
年
刊
行
・初
版

愛
知
県
立
女
子
短
期
大
学
文
芸
部

掲
載
歌
「
夜
は
夜
の
あ
か
り
に
ま
わ
る
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
ま
わ
れ
ま
わ
る
さ
び
し
さ
」

「
短
歌
人
」
一
九
七
二
年
一
月
号

  

掲
載
歌
「
手
の
中
で
透
明
に
な
っ
て
し
ま
う
ま
で
秋

弄
ぶ
君
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
」

『
あ
ゆ
み
』
四
二
号

愛
知
県
立
瀬
戸
高
等
学
校
編
集
・発
行

一
九
七
〇
年
発
行

資

料

企
画
展
「永
井
陽
子
ふ
た
た
び―

没
後
25
年―

」展
示
資
料
目
録二

〇
十
九

十
八

十
七

番

号

自
筆
色
紙

自
筆
色
紙

書

籍

写

真

 

（
コ
ピ
ー
）

種

別

「
べ
く
べ
か
ら
べ
く
べ
か
り
べ
し
べ
き
べ
け
れ
す
ず
か
け
並
木
来
る
鼓
笛
隊
」
永
井
陽
子
筆

「
ガ
ラ
ス
戸
に
ゆ
ふ
ぐ
れ
あ
か
ね
ぐ
も
銀
の
雲
流
し
筆
屋
は
本
日
休
業
」
永
井
陽
子
筆

遺
歌
集
『
小
さ
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
欲
し
く
て
』
二
〇
〇
〇
年
刊
行
・初
版

砂
子
屋
書
房

掲
載
歌
「
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ｎ
と
い
ふ
喫
茶
店
ナ
ベ
屋
と
い
ふ
鍋
屋
師
走
の
街
に
向
き
合
ひ
」

「
犬
を
抱
え
た
永
井
陽
子
」
一
九
九
八
年
撮
影

資

料

エ
ッ
セ
イ
「
三
十
一
文
字
電
話
秘
話
」

評

論
「
脱
・も
と
の
も
く
あ
み
」

エ
ッ
セ
イ
「
楽
器
」

エ
ッ
セ
イ
「
グ
ル
ー
プ
・ラ
イ
バ
ル

ケ
ン
カ
凧

詩
線
」

エ
ッ
セ
イ
「
魅
せ
ら
れ
て
～
私
の
“歌
”道
標
ワ
ル
ガ
キ
と
百
人
一
首
」

資

料

「
読
売
新
聞
」
一
九
九
四
年
三
月
一
七
日

「
歌
人
集
団
・中
の
会

会
報
」
Ｎ
ｏ
．九

「
共
同
通
信
」
一
九
八
七
年
一
二
月
七
日
号

「
短
歌
現
代
」
一
九
七
九
年
三
月
号

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
短
歌
」
一
九
九
六
年
一
～
二
月
号

初
出
掲
載
資
料

資
料
一

愛
知
県
立
瀬
戸
高
等
学
校
蔵

資
料
十
七

朝
日
新
聞
社
提
供

右
記
以
外
の
資
料
は
さ
い
た
ま
市
立
大
宮
図
書
館
所
蔵
で
す

会
場
内
展
示
パ
ネ
ル

【エ
ッ
セ
イ
・評
論
】

2025年3月5日発行
さいたま市立大宮図書館

埼玉県さいたま市
大宮区吉敷町1-124-1

FAX   048-648-8460

主
な
参
考
文
献

『
永
井
陽
子
全
歌
集
』 

永
井
陽
子 

著

桐
葉
書
房

二
〇
〇
五
年

『
永
井
陽
子
全
句
集
』 

永
井
陽
子 

著

林
桂 

編

鬣
の
会

二
〇
二
三
年

『
モ
モ
タ
ロ
ウ
は
泣
か
な
い
』永
井
陽
子 

著

な
が
ら
み
書
房

二
〇
〇
二
年

『
歌
の
架
橋

ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
集
ー
［一
］』久
々
湊
盈
子 

著

砂
子
屋
書
房

二
〇
〇
九
年

「
歌
壇
」一
九
九
一
年
十
一
月
号
、
二
〇
二
三
年
十
一
月
号
～
二
〇
二
五
年
二
月
号

本
阿
弥
書
店

「
短
歌
人
」二
〇
〇
〇
年
八
月
号

短
歌
人
会

「
短
歌
」二
〇
〇
三
年
八
月
号
、
二
〇
一
四
年
五
月
号

角
川
文
化
振
興
財
団

＊
著
作
権
に
は
十
分
配
慮
し
て
い
ま
す
が
、
お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電話 048-643-3701
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